
函館工業高等専門学校入学料・授業料の免除及び徴収猶予 

並びに寄宿料の免除に関する規程 

昭和51年4月1日 

函高専達第67号 

 

(趣旨) 

第1条 函館工業高等専門学校学則第47条の規定に基づく入学料・授業料の免除及び徴収

猶予並びに寄宿料の免除の取扱いについては，他の法令で定めるもののほか，この規程

の定めるところによる。 

 

(入学料の免除の基準) 

第2条 学生が次の各号の一に該当する場合は，入学料を免除することができる。 

一 入学前1年以内において，入学する者の学資を主として負担している者(以下「学資

負担者」という。)が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を

受けた場合 入学料の全額又は半額 

二 前号に準ずる場合であって，校長が相当と認める事由がある場合 入学料の全額又

は半額 

三 入学料免除又は徴収猶予の申請をした者について，第3条第2項により徴収を猶予し

ている期間内において死亡したことにより除籍された場合 未納の入学料の全額 

四 入学料免除若しくは徴収猶予を不許可とした者又は半額免除の許可をした者につい

て，第3条第4項に規定する期間内において死亡したことにより除籍された場合 未納

の入学料の全額 

五 入学料免除若しくは徴収猶予の申請をした者に対し，免除を許可しなかった場合又

は半額免除を許可した場合であって，納付すべき入学料の全額又は半額を納付しない

ことを理由として除籍された場合 未納の入学料の全額 

 

(入学料徴収猶予の基準等) 

第3条 学生が次の各号の一に該当する場合は，入学料の徴収を一定期間猶予することが

できる。 

一 経済的理由により納付期限までに授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認

められる場合 

二 入学前1年以内において，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者

が風水害等の災害を受け，納付期限までに納付が困難であると認められた場合 

三 その他やむを得ない事情があると認められる場合 

2 入学料免除又は徴収猶予の判定期間中は，免除又は徴収猶予の申請をした者に係る入

学料の徴収を猶予する。 



3 入学料免除が不許可とされた者又は半額免除の許可をされた者は，免除の不許可及び

半額免除の許可を告知した日から起算して14日以内に徴収猶予の申請を行うことがで

きる。 

4 入学料免除若しくは徴収猶予が不許可とされた者又は半額免除の許可をされた者(前項

により徴収猶予の申請をした者を除く。)は，免除若しくは徴収猶予の不許可又は半額免

除の許可を告知した日から起算して14日以内に入学料を納付しなければならない。 

 

(入学料徴収猶予の期限) 

第4条 入学料徴収猶予の許可は4月末日までに行い，その猶予期限は2月15日までとし，

納入期限は2月末日までとする。 

 

(授業料の免除の基準) 

第5条 学生が次の各号の一に該当する場合は，授業料を免除することができる。 

一 経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合 前

期又は後期(以下「当該期」という。)の授業料の全額又は半額 

二 授業料の各期ごとの納期前6月以内(新入学者に対する入学した日の属する期分の免

除に係る場合は，入学前1年以内)において学資負担者が死亡し，又は学生若しくは学

資負担者が風水害等の災害を受け，授業料の納付が困難と認められる場合 当該事由

発生の翌期に納付すべき授業料の全額又は半額。ただし，当該事由発生の時期が当該

期の授業料の納期限以前で，かつ，当該学生が当該期の授業料未納の場合 その授業

料 

三 前号に準ずる場合であって，校長が相当と認める事由がある場合 当該期の授業料

の全額又は半額 

四 死亡又は行方不明のため除籍された場合 未納の授業料の全額 

五 授業料の徴収猶予を許可された学生が願い出により退学を許可された場合 月割計

算により退学の翌月以降に納付すべき授業料の全額 

六 入学料の未納を理由として除籍された場合において授業料が未納である場合 未納

の授業料の全額 

七 授業料の未納を理由として除籍された場合 未納の授業料の全額 

2 休学を許可した場合，月割計算により休学当月の翌月から復学当月の前月までの授業

料の全額を免除する。ただし，月の当初より休学を許可した者については休学当月から

免除する。 

 

(授業料徴収猶予の基準) 

第6条 学生が次の各号の一に該当する場合は，当該期の授業料の徴収を一定期間猶予す

ることができる。 



一 経済的理由により納付期限までに授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認

められる場合 

二 学生又は学資負担者が風水害等の災害を受け，授業料の納付が困難と認められる場

合 

三 行方不明の場合 

四 その他やむを得ない事情があると認められる場合 

 

(授業料月割分納の基準等) 

第6条の2 学生が次の各号の一に該当する場合は，授業料の月割分納を許可することがで

きる。ただし，この場合の月割分納額は，授業料の年額の12分の1に相当する額とする。 

一 学資負担者が死亡した場合 

二 学生若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け，授業料の納付が困難と認められ

る場合 

三 その他やむを得ない事情があると認められる場合 

 

(授業料徴収猶予等の期限) 

第7条 授業料徴収猶予の許可は，当該期ごとに行い，その猶予期限は前期分にあっては9

月15日，後期分にあっては2月15日までとし，納入期限は前期分にあっては9月末日，後

期分にあっては2月末日までとする。 

2 授業料の月割分納の納入期限は毎月末日とする。ただし，3月分は2月末日まで納入す

るものとする。 

 

(寄宿料免除の基準) 

第8条 学生が次の各号の一に該当する場合は，寄宿料を免除することができる。 

一 学生又は学資負担者が風水害等の災害を受け，寄宿料の納付が困難と認められる場

合 災害当月の翌月から起算して6月間の範囲内において校長が必要と認める期間に

納付すべき全額 

二 死亡又は行方不明のため除籍された場合 未納の寄宿料の全額 

三 入学料の未納を理由として除籍された場合において寄宿料が未納である場合 未納

の寄宿料の全額 

四 授業料の未納を理由として除籍された場合 未納の寄宿料の全額 

 

(入学料の免除及び徴収猶予，授業料の免除及び徴収猶予並びに寄宿料免除の申請) 

第9条 入学料の免除及び徴収猶予，授業料の免除及び徴収猶予(月割分納を含む。)並びに

寄宿料免除を希望する者(学生が死亡又は行方不明のときは学生に代る者)は，それぞれ

所定の願書に理由を詳記し，別表に掲げる関係書類を添えて校長に願い出るものとする。 



2 前項の規定にかかわらず第2条第三号から第五号まで，第5条第1項第四号から第七号ま

で，同条第2項並びに第8条第二号及び第四号に掲げる場合においては，この限りでない。 

 

(選考機関) 

第10条 前条第1項に基づく，申請がなされたものについては学生委員会において選考を

行う。 

2 前項の選考には関係学級担任及びその他必要と認める者を出席させることができる。 

 

(入学料の免除及び徴収猶予に関する取扱い) 

第11条 入学料の免除及び徴収猶予に関する取扱いは，入学手続終了の日までに受理した

申請に基づき選考を行う。 

 

(授業料の免除及び徴収猶予に関する取扱い) 

第12条 授業料の免除及び徴収猶予(月割分納を含む。)に関する取扱いは，年度を二期に

分けた区分によるものとし，各期ごとに授業料納付期限までに受理した申請に対して，

当該期分の授業料について選考を行う。ただし，月割分納を許可されている者が特別の

事由があり授業料の免除及び徴収猶予を願い出たときは，この限りでない。 

 

(授業料の免除及び徴収猶予並びに寄宿料免除の取消し) 

第13条 授業料の免除及び徴収猶予(月割分納を含む。)並びに寄宿料免除を許可された者

で次の各号の一に該当する場合は，校長は第10条の選考機関に諮り，その許可を取り消

すものとする。 

一 許可決定後その理由が消滅した場合 

二 虚偽の事実が判明した場合 

三 学則に規定する懲戒を受けた場合 

 

附 則 

1 この規程は，昭和51年4月1日から施行する。 

2 この規程の施行により昭和39年4月1日制定の「函館工業高等専門学校授業料免除学生

選考委員会に関する申し合せ」は廃止する。 

 

附 則 

この規程は，昭和53年4月1日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，昭和63年3月4日から施行する。 

 



附 則 

この規程は，平成2年2月1日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，平成4年4月1日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，平成11年1月11日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，平成15年4月1日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，平成16年4月1日から施行する。 

 

附 則 

この規程は，平成27年4月1日から施行する。 

 

附 則（令和3年3月25日函高専達第13号） 

この規程は，令和3年4月1日から施行する。 





別表 

 

 経済的な理由 風水害等の理由 学資負担者の死亡 行方不明 

入学

料徴

収猶

予の

場合 

授業

料免

除の

場合 

授業

料徴

収猶

予の

場合 

入学

料免

除の

場合 

入学

料徴

収猶

予の

場合 

授業

料免

除の

場合 

授業

料徴

収猶

予の

場合 

授業

料月

割分

納の

場合 

寄宿

料免

除の

場合 

入学

料免

除の

場合 

入学

料徴

収猶

予の

場合 

授業

料免

除の

場合 

授業

料月

割分

納の

場合 

授業

料免

除の

場合 

授業

料徴

収猶

予の

場合 

寄宿

料免

除の

場合 

入学料免除

願(様式1) 
   ○      ○       

入学料徴収

猶予願(様式

1) 

○    ○      ○      

授業料免除

願(様式

2―1) 

 ○    ○      ○  ○   

授業料徴収

猶予願(様式

2―2) 

  ○    ○        ○  

授業料月割

分納願(様式

2―2) 

       ○     ○    

寄宿料免除

願(様式3) 
        ○       ○ 

家庭調書(様

式4) 
○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○    

所得証明書

(様式5) 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

死亡証明書

又は被災証

明書 

   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

その他学校

が必要とし

た書類 

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

 
注 ○ 必ず提出を要する書類 △ 必要に応じて提出する書類 



様式1 

 

入 学 料 
免 除 

徴 収 猶 予 
願 

 

    年  月  日   

 

  函館工業高等専門学校長 殿 

 

学 生     学科 第   学年    

氏 名               

(本人署名)               

保護者等                  

住 所                 

氏 名               

(本人署名)               

 

  下記事由により，  年度入学料の納付が困難なため，入学料 
免 除 

徴収猶予 
を許可し 

 てくださるようお願いいたします。 

 

記 

 

金 額 円 

該 当 す る

特 別 な 事 情 

免

除 

1．学資負担者の入学前1年以内の死亡 

2．入学する学生及び学資負担者の風水害等の災害 

3．その他特別な事情 

徴
収
猶
予 

1．学資負担者の入学前1年以内の死亡 

2．入学する学生及び学資負担者の風水害等の災害 

3．経済的理由によつて納付期限までの納付が困難 

4．その他特別な事情 

事 由 

(詳細に記入) 
  

 ※1 この願いを提出する場合は，結果が通知されるまで，入学料の納付は猶予されま

すので，結果の通知があるまで，入学料は納付しないこと。 

  2 この願いは，学生課学生係へ提出のこと。 



様式 2―1 

授 業 料 免 除 願 

 

 

  年   月   日  

 函館工業高等専門学校長 殿 

 

 

  学 生 

 

         学 科 第   学年  

 

    氏 名 

    (本人署名)                      

 

  保証人(学資負担者) 

        〒    ― 

    住 所                      

    氏 名 

    (本人署名)                      

 

 下記事由により，平成   年度   期の授業料の納入が困

難なため，授業料免除を許可して下さるようお願いいたします。 

 

記 

  
家 庭 調 書 

  

就

学

者 
 

 
 

【
別

居

者

に

×

】 

本

人 

通 学 区 分 日本育英会奨学金 当年度受給状況 ※ 一種・きぼう21プラン・併用 

 ※ 

 

自宅 ・ 自宅外 

前 年 度

奨 学 金

受給状況 

(月額) 

 日本育英会 ※ 一種・きぼう21プラン・併用(    )千円 

学籍番号   

フ リ ガ

ナ 

学 生 氏

名 

男 ・ 女  

(   才)  

 その他 

              (     )千円 

              (     )千円 

受給年額(千円) 

  

 
 

続柄 氏 名 年齢 職 業 勤 務 先 

在職

期間 

(年) 

給与収入の計 

(税込)(千円) 

給与収入以外

の 所 得 計 

(税込)(千円) 

  

続

柄 

氏 名 

設
置
区
分 

在 学 学 校 (学 年) 

通
学
区
分 

前 年 度 授 業 料 免 除 状 況 

(国立学校就学者のみ記入) 

前期   後期 授 業 料 年 額 

本人       

    

※ 

国立 

公立 

私立 

※ 小学校 中学校 高校 大学 高専 

  専修学校(高等課程)専修学校(専門課程) 
※ 

自 宅 

自宅外 

※ 

無 

全 額 

半 額 

※ 

無 

全 額 

半 額 

免除許可者のみ記入 

(千円) 

就
学
者
を
除
く
家
族
【 

父               
学校名 

(  年) 

母               

    

※ 

国立 

公立 

私立 

※ 小学校 中学校 高校 大学 高専 

  専修学校(高等課程)専修学校(専門課程) 
※ 

自 宅 

自宅外 

※ 

無 

全 額 

半 額 

※ 

無 

全 額 

半 額 

免除許可者のみ記入 

(千円) 

                
学校名 

(  年) 別

居

者

に

×
 

主
た
る
家
計
支
持
者
に○

 

                

    

※ 

国立 

公立 

私立 

※ 小学校 中学校 高校 大学 高専 

  専修学校(高等課程)専修学校(専門課程) 
※ 

自 宅 

自宅外 

※ 

無 

全 額 

半 額 

※ 

無 

全 額 

半 額 

免除許可者のみ記入 

(千円) 

                学校名 

(  年) 

                

    

※ 

国立 

公立 

私立 

※ 小学校 中学校 高校 大学 高専 

  専修学校(高等課程)専修学校(専門課程) ※ 

自 宅 

自宅外 

※ 

無 

全 額 

半 額 

※ 

無 

全 額 

半 額 

免除許可者のみ記入 

(千円) 】 

 【収入状況】 
  

学校名 

(  年) 続 柄  

 区 分 

本人 

(千円) 

父 

(千円) 

母 

(千円) 

 

(千円) 

 

(千円) 

 

(千円) 

 

(千円) 
備 考 

    

※ 

国立 

公立 

私立 

※ 小学校 中学校 高校 大学 高専 

  専修学校(高等課程)専修学校(専門課程) 

※ 

自 宅 

自宅外 

※ 

無 

全 額 

半 額 

※ 

無 

全 額 

半 額 

免除許可者のみ記入 

(千円) 

給

与

収

入 

注
１ 

給与・資金                 

役 員 報 酬                 

学校名 

(  年) 

 事由（詳細に記入すること) 

専従者給与                 

年金・恩給                 

特

別

控

除 

母 子 父 子 世 帯 
 ※  母 無  死 亡 ・ 生 別(    年   月) 

    父 無  死 亡 ・ 生 別(    年   月) 

無 

 

有 り 

  

失業給付金                 

生活扶助費                 
  

そ の 他                 

障 害 者

の い る 世 帯 

 続 柄(    )  ※ 障害者 ・ 原爆被爆者(障害有) 

手帳番号(           )   

  

  

 

 

人 

計                 
  

  

給

与

収

入

以

外

の

所

得 
 

注
２ 

商 業                 

 続 柄(    )  ※ 障害者 ・ 原爆被爆者(障害有) 

手帳番号(           )   工 業                   
  

農 林 業                 

長 期 療 養 者 の

い る 世 帯 

 続 柄(     )療 養 期 間       年   月から 

 ※ 入院・通院・自宅療養   1ヶ月当たり療養費(  )千円 
会計(年額) 千円 

漁 業                 
  

その他の職業                 

 続 柄(     )療 養 期 間       年   月から 

 ※ 入院・通院・自宅療養   1ヶ月当たり療養費(  )千円 
          

家 賃                 
  

地 代                 

主たる家計支持者

の 別 居 

 1 ヶ月当たり 

  住居・光熱費等 

千円 

住 所 

          利子・配当                 
  

内 職                 

親戚等の援助                 

災害・風水害・

盗難等の被害を

受 け た 世 帯 

 被 害 内 容 

被 害 額 

 

 

千円 

          

  

アルバイト                 

そ の 他                 
  

臨

時

所

得 

退 職 金                 

学

校

認

定 

家 族 数 

人  

独立生計者 無 ・ 該 当 保 険 金                 
  

資産譲渡                 

生 活 保 護 無 ・ 該当 学 力 適 格  ・  不 適 格 
山林所得                 

  

そ の 他                 
申 請 区 分 

 一 般  ・  家 計     学 力     事 由 

 事情(家計支持者死亡)   事情(災害)   事情(その他) 
 辞 退 

計                 



担 任 氏 名 

(提出者記入)  ★  収入状況は証明書等根拠となる書類に基づき記入すること。 

 注 1．給与収入は申請の前年 1 年間の収入金額を記入すること。 

 注 2．給与収入以外の所得は，申請の前年 1 年間(臨時所得は申請前 6 ヶ月間)の収入金額か

ら必要経費を控除した額を記入すること。 

 ※印欄は，該当箇所を○で囲むこと。 

   欄は，学校認定のため記入しないこと。 

    

 



様式2―2 

授 業 料 
徴 収 猶 予 

月 割 分 納 
願 

 

  年  月  日   

 

 

  函館工業高等専門学校長 殿 

 

 

学 生     学科 第   学年    

氏 名               

(本人署名)               

保護者等                 

住 所               

氏 名               

(本人署名)               

 

 

  下記事由により，    年度授業料の納入が困難なため，授業料 
徴収猶予 

月割分納 
を許 

 可してくださるようお願いいたします。 

 

記 

 

事 由 

(詳細に記入) 
  

担 任 所 見 
記入者氏名 

(本人自署)              

 

 ※この願いは，学級担任を経て学生課学生係へ提出のこと。 



様式3 

 

寄 宿 料 免 除 願 

 

  年  月  日   

 

 

  函館工業高等専門学校長 殿 

 

 

学 生    学科 第   学年    

氏 名            

(本人署名)            

保護者等             

住 所            

氏 名            

(本人署名)            

 

 

  下記事由により，    年度  月分から  月分までの寄宿料の納入が困難なため，

免除を許可してくださるようお願いいたします。 

 

記 

 

事 由 

(詳細に記入) 
  

担 任 所 見 

 

 

 

 

 

記入者氏名 

(本人署名)              

 

 ※ 学級担任を経て学生課寮務係へ提出のこと。 



様式4 

 

家 庭 調 書 

 

函館工業高等専門学校         

学科 第  学年          

本人 氏 名            

現住所            

保護者等 氏 名            

現住所            

 

氏 名 続 柄 年 齢 職 業 勤 務 先 月 収 備 考 

              

              

              

              

              

              

              

              

  家族中通学している者は，職業欄に学生又は生徒と記入し，勤務先欄に在学中の学校名及

び学年を記入すること。 

  
 
家庭状況(学資支出困難を証明する記事) 



様式5―1 

 

所 得 証 明 願 

 

  市区町村控 

 

  年  月  日   

 

  市区町村長   殿 

 

申請者 世帯主氏名               印   

                     世帯主住所                   

授業料免除出願者氏名          印   

                     学校名・学科・学年               

函館工業高等専門学校  学科 第  学年   

 

  このたび授業料免除等を出願いたしますので，私の世帯内の納税義務者全員について下記

事項の証明を願います。 

 

① 納税義務者氏名 

(申請者側記入欄) 

②     年中の所得 

配 偶 者 控

除・扶養控

除 し た人

員 数 

道府県・市

区 町 村民

税の税額 

総 所 得 金 額 

山林・退職

所 得 続
柄 氏 名 職業 給与所得 

給与以外

の 所 得 

      
(  円) 

円  
円  

山林  円 

 

退職  円 

人 円 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

 



(申請者側記入上の注意) 

 ア 世帯主の氏名，住所，出願者氏名，在校名等は申請者側で記入する欄です。 

 イ ①の欄の続柄，氏名，職業欄も申請者側で記入する欄です。 

 (市区町村記入の注意) 

 ア 所得を得た年は必ず( )内へ記入してください。 

 イ 総所得金額は給与所得と給与以外の所得にわけて記入してください。 

   給与所得については給与所得控除後の金額を記入し( 円)内へ収入金額(給与所得控除

前の金額)を併記してください。 

   給与以外の所得については，総所得金額(基礎控除等の「所得控除」を行う前の金額)を

記入してください。収入金額は必要ありません。 

 ウ 市区町村では証明事項を訂正のばあいは必ず公印で訂正してください。 

 備考 

   この証明願用紙では証明できないばあい，貴市区町村そなえつけの証明書用紙で証明し

てください。 



様式5―2 

 

所 得 証 明 書 

 

  願書添付用 

 

  年  月  日   

 

申請者 世帯主氏名               印   

世帯主住所                   

授業料免除出願者氏名          印   

学校名・学科・学年               

函館工業高等専門学校  学科 第  学年   

 

① 納税義務者氏名 

(申請者側記入欄) 

②     年中の所得 

配偶者控

除・扶養

控除した

人 員 数 

道府県・市

区 町 村民

税の税額 

総 所 得 金 額 

山林・退職 

所 得 続
柄 氏 名 職業 給与所得 

給与以外

の 所 得 

      
(  円) 

円  
円  

山林  円 

 

退職  円 

人 円 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

      
(  〃) 

〃  
〃  

山林  〃 

 

退職  〃 

〃 〃 

  年  月  日   

  上記のとおり証明します。 

市区町村長        印   

 


